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～
関
神
社
と
中
井
権
次
～

　
お
正
月
の
初
詣
で
神
社
を
訪
問
し

た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
神
社
や
寺

院
の
建
物
に
は
優
れ
た
彫
刻
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら

昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
彫
刻
師
に
丹

波
柏
原
の
中
井
家
が
あ
り
ま
す
。
中

井
 権
次
 を
襲
名
し
て
、
多
く
の
彫
刻

ご

ん

じ

を
但
馬
・
丹
波
・
丹
後
に
残
し
ま
し
た
。

　
関
宮
に
あ
る
関
神
社
の
本
殿
は
弘

化
四
年（
一
八
四
七
）、
拝
殿
は
天
保

十
四
年（
一
八
四
三
）の
建
築
で
す
。

い
ず
れ
も
中
井
家
の
彫
刻
で
す
。
本

殿
の
裏
側
に
ま
わ
っ
て
脇
障
子
と
い

う
部
材
を
み
る
と「
彫
物
師
、丹
州
柏

原
町
住
人
、中
井
権
次
橘
正
貞
」の
文

字
が
見
え
ま
す
。
中
井
家
は
、
柏
原

藩
お
抱
え
の
彫
刻
師
で
、
そ
の
三
代

目
が
正
貞
で
す
。

　
関
神
社
は
、
江
戸
時
代
に
は
祇
園

 牛
頭
天
王
 関
宮
社
と
言
い
ま
し
た
。

こ

ず

て

ん

の

う

こ
の
言
葉
は
、
祇
園
・
牛
頭
天
王
・
関

宮
社
と
い
う
三
つ
の
語
句
に
分
か
れ

ま
す
。

　
牛
頭
天
王
の
信
仰
は
、
京
都
八
坂

神
社
や
姫
路
広
峰
神
社
を
本
宮
と
し

ま
す
。
疫
病
や
災
厄
を
鎮
め
る
祇
園

信
仰
と
、
米
の
豊
作
を
祈
る
農
業
信

仰
の
二
つ
の
性
格
が
あ
り
ま
す
。
関

神
社
の
神
様
が
疫
病
を
防
い
だ
と
い

う
伝
説
は
祇
園
信
仰
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
関
神
社
の
夏
祭
り
は
、

現
在
も
祇
園
祭
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
中
井
家
の
彫
刻
は
、
龍
や
 獅
子
噛
 

し

か

み

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
獅
子
噛
は
、

獅
子
が
上
の
歯
列
で
も
の
を
か
ん
だ

顔
を
彫
刻
す
る
も
の
で
す
。
通
常
は

正
面
軒
 唐
破
風
 下（
大
杉
二
宮
神
社

か
ら
は
ふ

本
殿
）に
作
り
ま
す
が
、関
神
社
の
場

合
で
は
 妻
飾
 （側
面
の
棟
木
の
下
）に

つ
ま
か
ざ
り

あ
り
ま
す
。
中
井
家
の
彫
刻
は
大
久

保
大
久
保
神
社
、
大
杉
二
宮
神
社
、

能
座
中
尾
神
社
、
十
二
所
満
福
寺
本

堂
、
馬
瀬
清
養
寺
本
堂
内
部
、
赤
崎

進
美
寺
観
音
堂
、
香
住
大
乗
寺
山
門

な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
身
近
な
所
に
美
し
い
彫
刻
が
あ
り

ま
す
。
火
災
除
け
の
た
め
に
水
を
表

す
波
や
雲
の
彫
刻
も
好
ま
れ
ま
し
た
。

綺
麗
な
彫
刻
で
飾
ら
れ
た
社
寺
建
築

は
、
彫
刻
の
博
物
館
と
も
言
え
る
の

で
す
。（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

ま
ち
の
文
化
財
園

消
費
生
活

～
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
ろ
う
～

第１７回

製
品
事
故
に
つ
い
て 安
心
ガ
イ
ド

　
最
近
、
家
電
製
品
な
ど
の
事
故

が
増
え
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
も「
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
」な

ど
製
品
名
と
製
造
年
月
、
型
番
を

発
表
し
て
、
回
収
を
呼
び
か
け
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　

　
ほ
か
に
も
、
新
聞
な
ど
で「
社

告
」と
し
て
お
詫
び
広
告
や
折
り

込
み
広
告
で
の
製
品
回
収
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
自
分
の
周
り
に
そ
の
製
品
が
無

い
か
確
か
め
る
こ
と
が
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
の
中
で
使
っ
て
い

る
製
品
で
け
が
を
し
た
経
験
が
あ

る
、
臭
い
が
気
に
な
っ
た
、
や
け

ど
を
し
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
ん
な
経
験
が
あ
る
と
い

う
方
は
、消
費
者
セ
ン
タ
ー（
市
役

所
市
民
課
）に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

県
の
生
活
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
報
告
さ
れ
、
貴
重
な
デ
ー

タ
ー
と
な
り
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
の
不
注
意
と
思
う
こ
と
で

も
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
事
故

が
起
こ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
が
、

事
故
防
止
や
製
品
の
改
良
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
使
い
勝
手
の
良
い
製
品
を
育
て

る
こ
と
も
、消
費
者
の
力
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
 

　
製
品
事
故
で
、
重
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
、
あ
る
い
は
、
事
故

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
物
は
、

す
ぐ
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

故
の
原
因
等
に
つ
い
て
は
、
県
の

生
活
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
や
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
、「
製
品
評
価
技
術

基
盤
機
構
」（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）な
ど
で

も
、
再
現
テ
ス
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ス
ト
結
果
は
、
消
費
者
庁
な

ど
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
身
の
周

り
に
そ
の
製
品
が
無
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
お
申
し
出
は
、
市
役

所
市
民
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◆
製
品
を
購
入
さ
れ
た
ら
、
面
倒

で
も
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

使
用
方
法
、
作
業
手
順
を
確
認
し

て
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。　

　

相
談
窓
口

市
役
所
市
民
課

（
緯
６
６
２
倆
３
１
６
３
）

関神社本殿（右側）
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こ
の
た
び
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
状
況
や
、
そ
れ
を
促
進
す
る
兵

庫
県
や
各
市
町
の
取
組
状
況
を
ま
と

め
た
「
平
成
　
年
度
ひ
ょ
う
ご
男
女

２１

共
同
参
画
白
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
国
連
開
発
計
画
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

指
数
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
指
数
と
は
、
政
治
お
よ
び
経
済
分

野
へ
の
女
性
の
参
画
を
示
す
も
の
で
、

国
会
議
員
や
管
理
職
、
専
門
職
・
技
術

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
及
び
男
女

の
推
定
所
得
を
用
い
て
算
出
さ
れ
、

日
本
は
１
０
９
カ
国
中
　
位
で
し
た
。

５７

　
同
時
に
発
表
さ
れ
た
「
長
寿
」「
教

育
」「
所
得
」
の
水
準
に
よ
り
人
間
開

発
の
達
成
度
を
示
す
人
間
開
発
指
数

は
、
１
８
２
カ
国
中
　
位
で
し
た
。

１０

　
こ
れ
ら
の
指
数
か
ら
、
日
本
は
人

間
開
発
の
達
成
度
で
は
世
界
的
に
高

い
水
準
で
す
が
、女
性
が
政
治
経
済

活
動
や
意
思
決
定
に
参
画
す
る
機
会

が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　
今
回
発
行
さ
れ
た
白
書
か
ら
も
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
女
性
模
擬
議
会
を

は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
女
性
の
割
合
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
指
導
的
地
位
に
立
つ
女

性
の
割
合
は
依
然
と
し
て
低
く
、政

策
・
方
針
決
定
過
程
や
地
域
の
意
志

決
定
過
程
の
場
に
女
性
が
十
分
に
参

画
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
養
父
市

の
現
状
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
白
書
か
ら
見
え
て
く
る

兵
庫
県
や
他
の
市
町
な
ど
と
の“
違

い
”
や
“
類
似
”
は
、
歴
史
・
文
化
や
伝

統
に
支
え
ら
れ
た
“
個
性
”
で
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。

　
こ
の
違
い
や
個
性
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
て
養
父
市
民
憲
章
に
謳
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
に
合
っ
た
取
り
組
み
や
行
動
が
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

養
父
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内

　
や
ぶ
市
女
性
未
来
会
議
事
務
局

　
　
（
緯
６
６
２
倆
７
７
６
５
）

白
書
か
ら
見
え
て
く
る

　
　
　“
養
父
市
の
い
ま
”

『『男男女女共共同同参参画画』』情情報報
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　（ 一　般 ） 

事業内容年　齢職　　種

食料・飲料卸売業不問配送業務

畜産農業４０歳以下農場管理

警備業不問交通警備員

教養・技能教授業不問
水泳指導
アシスタント

教養・技能教授業不問プール監視員

自動車・同附属品製造業不問金型工

ボルト・ナット・リベット・
小ねじ・木ねじ等製造業

不問金型工

食堂，レストラン４０歳以下ホール接客

一般診療所不問看護師

一般土木建築工事業不問事務

その他の社会保険・社会福
祉・介護事業

不問
居宅介護支援専門員
（ケアマネージャー）

鮮魚小売業不問販売

老人福祉・介護事業不問看護師

自動車整備業不問自動車整備

ボルト・ナット・リベット・
小ねじ・木ねじ等製造業

３５歳以下検査及びプレス工

燃料小売業４０歳以下給油サービス員

管工事業不問施工管理

医薬品・化粧品小売業不問薬剤師

その他の道路旅客運送業不問自動車運転手

その他の道路旅客運送業不問自動車運転（客車）

土木建築サービス業不問測量設計技術者

電気工事業不問電気工事

※１２月２４日受理分を掲載しています。すで取り消しされた場合もありますので、お問い合わせください。

　（ 一　般 ） 

事業内容年　齢職　　種

一般土木建築工事業不問土木・建築・鳶

病院不問作業療法士

病院不問薬剤師

管工事業不問
建築設備施工管理技
術者

病院不問作業療法士

病院不問理学療法士

病院不問看護師

生命保険業不問営業員

児童福祉事業不問保育士

病院不問看護師（正・准）

一般土木建築工事業不問建設作業員

そば・うどん店不問ホールスタッフ

老人福祉・介護事業不問介護職員

老人福祉・介護事業不問夜間専門介護職員

病院不問介護職員

事業協同組合不問薬剤師

各種食料品小売業不問調理スタッフ

各種食料品小売業不問販売

その他の飲食料品小売業１８歳以上コンビニスタッフ

旅行業３５歳以下営業・事務職

その他のプラスチック製品
製造業

不問検品・梱包

その他のプラスチック製品
製造業

不問倉庫・資材管理

市　内　求　人　情　報市　内　求　人　情　報
◎お問い合わせ／ハローワーク八鹿（緯  ６６２崖２２１７）
※内容は１２月２４日現在、区分は一般のみ掲載。


